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　7月14日、中原保育園で中
原幼児学級による流しそうめ
んが行われました。
　この日は梅雨の晴れ間とな
り、園児たちは青空の下で夏
の味を満喫しました。
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◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

　

見
る
た
め
に
は

　

今
も
っ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
で
も
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

買
い
足
せ
ば
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
高
画
質
や
す
べ

て
の
デ
ジ
タ
ル
機
能
を
楽
し
む
に

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

テ
レ
ビ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。(

詳

し
く
は
電
気
店
な
ど
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い)

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は

　

下
呂
市
で
は
19
年
か
ら

　

現
在
市
内
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
は
視
聴
で
き
ま
せ
ん
。
県

内
で
は
、
平
成
15
年
に
岐
阜
市
で

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
、
順

次
受
信
エ
リ
ア
を
拡
大
。
飛
騨
地

域
で
は
、
今
年
末
ま
で
に
高
山
市

内
に
中
継
局
が
設
置
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ

　

皆
さ
ん
は
、
２
０
１
１
年
に
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
っ
て

ご
存
じ
で
す
か
？

　

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
12
月
か
ら
関
東
、
中
京
、
近
畿
の
３

大
広
域
圏
で
ス
タ
ー
ト
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
２
０
０
６

（
平
成
18
）年
末
ま
で
に
は
全
国
に
広
が
り
、５
年
後
の
２
０
１
１
年

に
は
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
完
全

移
行
し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
は
、
そ

の
ま
ま
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
月
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
な
デ
ジ
タ
ル
放
送
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
お
話
で
す
。



３

Ｋ
と
民
放
５
局
が
放
送
を
開
始
し

ま
す
。
下
呂
市
で
は
、
19
年
末
ま

で
に
大
平
山
に
中
継
局
が
設
置
さ

れ
、
同
様
に
放
送
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

し
か
し
市
内
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
視
聴
で
き
る
の
は
、
下
呂
・

萩
原
地
域
の
市
街
地
な
ど
ア
ン
テ

ナ
で
直
接
電
波
を
受
信
で
き
る
地

域
に
限
ら
れ
ま
す
。
共
同
受
信
施

設
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
家
庭
な

ど
、
難
視
聴
地
域
で
は
、現
在
の
施

設
の
ま
ま
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

2003年 12月 2006年

関東・中京・近畿の三大都市圏の
一部から、サービス提供開始 2006年末までに全国で順次放送を開始

2011年

デジタル放送

アナログ放送

地
上
放
送

B
S
放
送

C
S
放
送

デジタル放送

アナログ放送
2007年
　終了

 2011年
までに終了

アナログハイビジョン放送

110度CSデジタル放送

す
べ
て
の
テ
レ
ビ
放
送
は
デ
ジ
タ
ル
へ
！！

2011年
７月終了
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◆
高
速
通
信
の
現
状

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
都
市
部
で
は
、
高

速
通
信
回
線
の
普
及
に
よ
っ
て
大

容
量
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
が
次
々
に
提
供
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
情
報
収
集
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

か
ら
ホ
テ
ル
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
予

約
、
同
じ
趣
味
を
も
っ
た
者
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
電
子

メ
ー
ル
、
動
画
の
視
聴
な
ど
、
す

で
に
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道

具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
下
呂
市
な
ど
中
山
間
地

域
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
大
容
量

サ
ー
ビ
ス
は
現
在
提
供
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
い
ま
だ
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
未

提
供
地
域
も
あ
り
、
若
い
人
た
ち

の
間
で
は
、
こ
う
し
た
地
理
的
情

報
格
差
の
解
消
を
望
む
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
す
。

　

高
速
回
線
が
利
用
で
き
る
の
と

で
き
な
い
の
と
で
は
、
１
世
帯
当

た
り
年
額
１
２
５
万
円
程
度
の
経

済
格
差
が
生
じ
る
と
の
試
算(

平

成
16
年
度)
も
あ
り
、
情
報
通
信

基
盤
の
格
差
是
正
は
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
で

　

格
差
解
消　

金
山
地
域

　

旧
金
山
町
で
は
、
平
成
12
年

度
か
ら
５
年
間
で
約
20
億
円
を

か
け
て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

難
視
聴
地
域
が
ほ
と
ん
ど
で
、

当
時
、
民
間
に
よ
る
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
も
進
ま

な
か
っ
た
金
山
地
域
で
は
、
16

年
４
月
に
金
山
振
興
事
務
所
内
に

「
下
呂
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」(

市
の

運
営)

を
開
局
。
金
山
地
域
の
全

世
帯
と
事
業
所
な
ど
に
対
し
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
民
放
６
局(

テ
レ
ビ
愛
知

を
含
む)

の
視
聴
や
Ｂ
Ｓ
放
送
な

ど
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ー
ビ
ス
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
提

供
を
行
い
、
情
報
通
信
基
盤
の
格

差
是
正
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
下
呂
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
は
、
地
域
の
話
題
を
伝
え

る
「
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

(

15
分) 

や
行
政
情
報
を
伝
え
る

「
テ
レ
ビ
回
覧
版
」(
３
分)

を
月

３
回
の
更
新
で
１
日
９
回
放
送
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
岐
阜
県
広
報

番
組
や
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質

問
の
様
子
な
ど
も
随
時
放
送
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
番
組
は
、
金

山
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

光ケーブル網が整備されると、こんなことができます。

アンテナによる
直接受信

46％
共同受信施設
等によるもの

　　　34％

ＣＡＴＶ
（金山地域）

　　　20％

下呂市内におけるテレビの受信方法の割合

※共同受信施設によりテレビを見ているのは、小坂、馬瀬
地域がほぼ 100％、下呂地域が 36％、萩原地域が 21％と
なっています。
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◆
放
送
・
通
信
基
盤
の

　

整
備
に
向
け
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
高
速
通
信
環
境
の
格
差
是
正

を
求
め
る
要
望
や
質
問
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
17
年
６
月
に
「
下
呂
市

地
域
情
報
化
計
画
推
進
委
員
会
」

(

山
川
博
己
委
員
長)

を
立
ち
上

げ
、
市
内
の
通
信
環
境
の
整
備
や

デ
ジ
タ
ル
放
送
・
テ
レ
ビ
難
視
聴

対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
・
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
か
ら
は
、
今
年
２

月
「
市
内
全
域
で
各
家
庭
ま
で
光

ケ
ー
ブ
ル
網
を
整
備
す
る
こ
と
や

運
用
で
は
民
間
活
用
が
望
ま
し

い
」
と
す
る
報
告
書
を
受
け
て
い

ま
す
。

◆
市
内
全
域
に
、

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
へ

　

市
で
は
、
市
民
の
声
や
委
員
会

の
報
告
を
受
け
、
19
年
度
か
ら
22

年
度
ま
で
の
４
年
間
を
か
け
て
、

市
内
の
各
世
帯
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で

結
ぶ
「
下
呂
市
放
送
・
通
信
基
盤

整
備
事
業
」を
実
施
す
る
計
画
で
、

本
年
度
に
実
施
設
計
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

同
事
業
で
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を

使
い
、
既
存
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
（
23
年
７
月
ま
で
）
に
加
え

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
流
し
ま

す
。
ま
た
行
政
や
身
近
な
地
域
情

報
を
伝
え
て
い
く
と
と
も
に
、
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
や

市
内
通
話
が
安
価
と
な
る
Ｉ
Ｐ
電

話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
民
間
活
力
を

取
り
入
れ
て
提
供
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

金
山
地
域
で
も
19
年
中
を
め
ど

に
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴
で
き
る

よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

必要不可欠な
インターネット
環境

　分からないことや知りたいことは、インターネッ

トを使って調べています。私はレシピ(料理の調理法)

や買い物によく使います。いつの間にか生活に無く

てはならないものになっていますね。

　馬瀬には高速回線がなく、ホームページの写真や

映像がなかなか表示されません。これからの時代に

必要不可欠なインターネット環境。どこに暮らして

いても、瞬時に情報収集や買い物、逆に全国へ情報

を発信できるのですから、使い方次第では、夢も大

きく広がります。これからの子どもたちには、快適

に使える環境を整えてほしいですね。

　市の情報課職員が皆さんの地域に出かけ、地上デ
ジタル放送や市が進める放送・通信基盤の整備計画
について分かりやすく説明します。
　お問い合わせは、出前講座申込み窓口・秘書広報課
℡ 24-2222（内線 261）まで。

小林亜由美さん

（馬瀬堀之内）

知っていますか
下呂ケーブルテレビ
　下呂ケーブルテレビでは、受信した電波を光や同

軸ケーブルを通じて、金山地域のご家庭へテレビ放

送を提供しています。鮮明な映像で通常の番組に加

え、市内の情報を伝える自主制作番組などを楽しん

でいただけます。また、高速で快適なインターネッ

ト環境の提供も行っています。詳しくは、ホームペー

ジをご覧ください。http://www.seiryu.ne.jp/

アナウンサーには、市職員や市民・児童生徒も挑戦。
（金山振興事務所内スタジオで）

テレビは
お年寄りにとって
最大の娯楽

　私の地域では、共聴組合を作りテレビを見ていま

す。昨年は落雷による被害で復旧工事に 66 万円かか

りました。台風や雪害などの天災に思わぬ費用が発

生することもあり、維持管理は大変です。

　デジタル化は時代の流れ。でもデジタル化への対応

やテレビの買い換えなどの負担は、お年寄り世帯に

は大変です。お年寄りにとって、テレビは最大の娯楽。

簡単に世界中の情報が得られ、スポーツやドラマな

どの番組では心もいやされます。

　良い方法で、新しい時代のテレビが楽しめれば、あ

りがたいと思います。

中島 半次さん

（小坂町長瀬）
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下呂市ニュース

７
月
５
日
、
森
林
づ
く
り
や

林
業
、
木
材
産
業
の
振
興
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
、
市
へ
提
言

し
て
い
た
だ
く
、「
下
呂
市
森

林
管
理
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
、「
県

森
林
づ
く
り
基
本
条
例
」
な
ど

に
基
づ
い
て
各
市
町
村
に
設
置

さ
れ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
第
１
回
の
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
15
名
が
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
３
年
）。

今
後
同
委
員
会
で
は
、
現
状

の
視
察
な
ど
を
行
い
、
専
門
部

会
ご
と
の
話
し
合
い
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

委
員
▽
委
員
長
・
都
筑
千
尋
、

副
委
員
長
・
伊
藤
栄
一
、
今
井

靖
雄
、
金
山
忠
幸
、
河
尻
和
憲
、

小
池
明
聖
、
小
池
永
司
、
小
林

喜
久
壽
、
住
正
文
、
高
橋
久
郎
、

田
口
紀
子
、
都
竹
雅
之
、
布
目

喜
士
男
、福
井
眞
一
、吉
川
奈
々

江
（
敬
称
略
）

【
農
林
部
・
林
務
課
】

下
呂
市
森
林
管
理
委
員
会
設
立

　
　
　
　

15
名
を
委
嘱　

委
員
長
に
都
筑
さ
ん

　下呂市青少年育成市民会
議が７月１日、星雲会館
で開かれ、文化やスポ
ーツなどの優れた活動
や善行を顕彰する今年
度「わかあゆ賞」の授
与式や「少年の主張」県
大会市代表選考会などが
行われました。同会議主催。
　今年の「わかあゆ賞」は、学芸や文化など３
部門で 42人が受賞。「少年の主張」では、社会
や家庭、学校生活でなどで感じた意見を市内中
学校の代表 10人が発表しました。審査の結果、
馬瀬中３年の田口沙友里さんが最優秀賞に決ま
り、８月８日に同会館で開かれる「第 28回少年
の主張県大会」に市代表として出場します。

【市教委・社会教育課】

青少年４２人に「わかあゆ賞」
　　少年の主張県大会へ田口さん

　　　　　下呂市青少年育成市民会議

　

駅
前
や
沿
道
で
天
皇
皇
后
両

陛
下
を
ご
歓
迎
す
る
市
民
。
式

典
で
笑
顔
で
舞
い
奏
で
る
子
ど

も
た
ち
。「
第
57
回
全
国
植
樹
祭
」

は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
多
く

の
市
民
の
支
え
で
大
成
功
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
あ
の
感
動
を
後
世

に
伝
え
よ
う
と
全
国
植
樹
祭
と

一
連
の
関
連
事
業
を
市
民
の
視

点
で
記
録
し
た
写
真
集
を
発
行

し
ま
す
。

　

写
真
集
は
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
で
、

植
樹
祭
で
活
躍
す
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を

歓
迎
す
る
市
民
、
下
呂
市
み
ど

り
の
ま
つ
り
の
模
様
、
植
樹
祭

ま
で
の
市
民
や
児
童
・
生
徒
の

取
り
組
み
な
ど
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
９
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

【
企
画
部
・
秘
書
広
報
課
】

全
国
植
樹
祭
の
感
動
を
も
う
一
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
写
真
集
を
発
行
へ

市長から委嘱状を受け取る委員

山田市長から「わかあゆ賞」を受ける皆さん

少
年
の
主
張
県
大
会
に
出
場
が

決
ま
っ
た
田
口
沙
友
里
さ
ん
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益
田
地
区
商
工
会
連
絡
協
議

会
（
今
井
好
男
会
長
）
主
催
に

よ
る
、
下
呂
市
事
業
所
新
規
就

職
者
歓
迎
会
が
７
月
12
日
、
下

呂
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
春
か
ら
市
内
の
34
の
事

業
所
に
就
職
し
た
新
就
職
者
82

名
の
う
ち
、
会
に
は
52
名
が
出

席
。
山
田
市
長
が
、「
プ
ロ
魂

を
持
っ
て
、
自
分
の
仕
事
に
臨

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
、
出
席
者

を
激
励
。
新
就
職
者
を
代
表
し
、

中
森
将
之
さ
ん
（
㈱
ハ
ウ
テ
ッ

ク
）
が
、「
社
会
人
と
し
て
勉

強
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
友
人

を
多
く
持
ち
、
明
る
い
地
域
づ

く
り
に
努
力
し
た
い
」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
そ
の
後
研
修
会
に

臨
み
、
社
会
人
と
し
て
の
心
構

え
を
学
び
ま
し
た
。

【
観
光
商
工
部
・
商
工
課
】

新就職者を代表して謝辞を述べる中森さん（中央）

　

み
ん
な
で
支
え
合
え
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
に
つ
い
て
考
え
よ
う

と
、
市
や
下
呂
市
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
に
よ
る
講
演
会
が

６
月
24
日
、
下
呂
市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
新
た
な
絆
（
き
ず
な
）
づ

く
り
を
求
め
て
〜
ひ
と
り
で
も

生
き
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
」
と

題
し
て
、
講
師
の
古
川
芳
子
・

県
総
合
企
画
部
次
長
が
、
少
子

化
問
題
を
中
心
に
講
演
し
ま
し

た
。

　

古
川
さ
ん
は
、
育
児
は
夫
婦

間
の
役
割
分
担
で
は
な
く
、
分

か
ち
合
い
が
大
切
。
ま
た
家
庭

の
中
だ
け
で
な
く
地
域
で
支
え

合
え
る
態
勢
が
必
要
と
話
し
、

集
ま
っ
た
市
民
約
70
人
が
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

少子化問題から子育てについて話す古川芳子さん

育
児
は
分
か
ち
合
い
・
支
え
合
い
で

男
女
共
同
参
画
で
講
演
会　

 

　7 月の「社会
を明るくする運
動」強調月間に
伴い、7月 13 日、
県保護観察所の
藤本所長らが市
役所下呂庁舎を
訪れ、藤本所長が法務大臣からのメッセージを、
県保護司連合会の鷲見会長が岐阜県知事からの
メッセージを、岡崎助役に伝達しました（写真）。
　岡崎助役は、「現在地域のボランティアの方が
熱意ある活発な活動をしており、この活動を市
全体に広げ、青少年の健全育成に努力します」
と決意を述べました。　　　　【総務部・総務課】

青少年の健全育成を目指して
社会を明るくする運動メッセージ伝達式

期
待
の
ル
ー
キ
ー
た
ち
を
激
励

市
内
事
業
所
新
規
就
職
者
歓
迎
会　

　萩原町萩原にある県地方法務局萩原出張所が、
来年 6月ごろに高山支局に統廃合される計画に
対し、7月 11 日、市では岐阜地方法務局に統廃
合に反対する要望書を提出しました（写真）。
　この日は同局の松田局長らが市役所下呂庁舎
を訪れ、市議会全員協議会に出席し市議らに説
明。山田市長が統廃合の方針の撤回を求める市
の要望書を、中野議長が意見書を手渡しました。
これに引き続き益田
地域商工会連絡協議
会も要望書を提出し、
萩原出張所廃止の撤
回を求めました。
【総務部・総務課】

萩原出張所廃止の方針に撤回求める
岐阜地方法務局に要望書を提出
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老
朽
化
が
進
む
金
山
市
民
会
館
、

金
山
公
民
館
、
金
山
郷
土
館
、
金
山

保
育
園
の
各
施
設
を
一
体
的
に
整

備
す
る
金
山
市
民
会
館
周
辺
公
共

施
設
整
備
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

同
事
業
で
は
金
山
保
育
園
を
新

築
。
平
成
20
年
４
月
か
ら
金
山
、
下

原
、
菅
田
、
東
の
各
保
育
園
を
一
園

に
統
合
し
、
保
育
環
境
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

金
山
市
民
会
館
は
耐
震
補
強
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
内
装
の
改
修
を

行
い
、１
階
に
図
書
室
と
児
童
館（
新

設
）
を
、
２
階
に
金
山
公
民
館
機
能

を
移
し
ま
す
。
３
階
は
ス
テ
ー
ジ
の

拡
張
や
音
響
・
照
明
の
改
修
を
行
い

文
化
ホ
ー
ル
機
能
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
金
山
郷
土
館
は
金
山
振
興
事

務
所
内
に
移
転
し
ま
す
。

　

事
業
は
金
山
保
育
園
が
今
年
12

月
か
ら
新
築
工
事
に
着
手
、
平
成
19

年
10
月
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
金

山
市
民
会
館
は
、
19
年
８
月
か
ら
工

事
に
か
か
り
20
年
４
月
に
開
館
予

定
。
会
館
完
成
後
に
金
山
公
民
館
、

金
山
郷
土
館
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
の
各

施
設
を
取
り
壊
す
予
定
で
す
。

新
・
金
山
市
民
会
館
は
平
成
20
年
開
館
予
定

金
山
市
民
会
館
周
辺
公
共
施
設

金
山
市
民
会
館
周
辺
公
共
施
設
整
備
事
業

整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト

が
ス
タ
ー
ト

▲新・市民会館完成後の予想図

　

金
山
市
民
会
館
周
辺
公
共
施

設
整
備
事
業
に
伴
い
、
金
山
振

興
事
務
所
へ
郷
土
館
の
収
蔵
品

を
搬
入
し
、
８
月
末
か
ら
仮

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
建
物
は
築
後

１
０
７
年
を
経
過
し
老
朽
化
が

著
し
く
、
そ
の
機
能
を
失
っ
た

建
物
を
引
き
続
き
市
で
管
理
す

る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
取
り

壊
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
地
元
へ
の
説
明
会
を
開
い
た

と
こ
ろ
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

郷
土
館
建
物
を
残
し
て
欲
し
い

と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
市
で
は
、
今
後
の
建
物
の

有
効
活
用
を
考
え
、
施
設
の
管

理
・
運
営
を
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
等
が
あ
れ
ば
検
討
委
員
会

（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
て
、
そ

の
中
で
再
度
協
議
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
教
育
委
員
会
金
山
教
育
室

（
金
山
振
興
事
務
所
１
階
、
☎

32
・
３
８
９
３
）
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
今
月
末
ま
で
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

来
春
か
ら

　

萩
原
南
保
育
園
の
指
定
管
理

者
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
サ
ン
・
は

ぎ
わ
ら
」(

松
山
則
樹
理
事
長)

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
来
春
か

ら
は
市
内
で
初
の
民
間
に
よ
る

保
育
園
運
営
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
秋
完
成
す
る
萩
原
南
保
育

園
は
、
19
年
４
月
か
ら
西
上
田

保
育
園
を
統
合
。
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
公
設
民
営
方
式
が

萩
原
南
保
育
園
の
指
定
管
理
者
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
サ
ン
・
は
ぎ
わ
ら
」

採
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

の
責
任
の
も
と
、
運
営
を
民
間

に
委
託
し
、
そ
の
発
想
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
保
育
園
運
営
に
生
か
す

も
の
で
す
。

　

市
で
は
今
後
、
急
激
な
保
育

環
境
・
保
育
内
容
の
変
化
は
利

用
者
や
保
護
者
に
不
安
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、「
サ
ン
・
は
ぎ
わ

ら
」
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
、

来
春
か
ら
の
運
営
に
備
え
ま
す
。

金
山
郷
土
館
存
廃
に
つ
い
て

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

下呂市ニュース
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等
（
左
欄
）
へ
お
早
め
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
で
き
る
期
間

　

10
月
中
旬
〜
12
月
中
旬
（
休
診

日
は
除
く
）

◆
接
種
当
日
の
持
ち
物

　

予
防
接
種
料
金
、
記
入
し
た
予

診
票
、
保
険
証

◆
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

　

次
の
よ
う
な
方
は
、
予
防
接
種

前
に
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
発
熱
が
あ
る
。

○
卵
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
。

○
過
去
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
。

○
現
在
、
何
か
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
。

◆
接
種
後
の
注
意

　

予
防
接
種
後
は
医
師
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
補
助
の
対
象
と
な
る
方

○
65
歳
以
上
の
方

○
60
歳
〜
64
歳
ま
で
の
方
で
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
免

疫
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
方

※
年
齢
は
接
種
日
で
の
満
年
齢

◆
補
助
金
額

　

２
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

◆
接
種
方
法
・
料
金

　

予
防
接
種
の
予
約
や
受
け
方
、

料
金
に
つ
い
て
は
、
各
医
療
機
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
院
中
、
施
設
に
入
所

中
の
方
が
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
各
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー

接種を受け付ける医療機関一覧
下呂谷敷病院　萩原町西上田　☎ 25-5758
田中内科クリニック　萩原町跡津　　☎ 53-0088
中 田 医 院　萩原町萩原　　☎ 52-1022
萩原北医院　萩原町羽根　　☎ 52-3444
藤 岡 医 院　萩原町萩原　　☎ 52-3033
二 村 医 院　萩原町萩原　　☎ 52-1001
市立小坂診療所　小坂町大島　　☎ 62-2212
黒 木 医 院　森　　　　　　☎ 24-1303
小 池 医 院　森　　　　　　☎ 25-6688
近 藤 医 院　小川　　　　　☎ 25-4428
花 田 医 院　御厩野　　　　☎ 26-2036
乗政診療所　乗政　　　　　☎ 26-2100
上原診療所　田口　　　　　☎ 27-1012
中原診療所　焼石　　　　　☎ 28-2004
阿 部 医 院　金山町大船渡　☎ 32-2025
大船渡医院　金山町大船渡　☎ 32-2850
福 井 医 院　金山町金山　　☎ 32-2151
金 山 病 院　金山町金山　　☎ 32-2121
馬瀬診療所　馬瀬数河　　　☎ 47-2152
西村出張診療所　馬瀬西村　　　☎ 47-2152

問合せ先
萩原保健センター　　　　　　☎ 52-1230
小坂保健センター　　　　　　☎ 62-2940
下呂保健センター　　　　　　☎ 25-2680
金山保健センター　　　　　　☎ 32-4500
馬瀬健康福祉課　　　　　　　☎ 47-2111

　

８
月
１
日
か
ら
大
阪
府
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）」
に
出
場
す
る
地
元
・
益
田

清
風
高
校
生
を
激
励
す
る
会
が
、

７
月
18
日
に
同
校
で
催
さ
れ
、
山

田
市
長
が
「
全
国
の
ひ
の
き
舞
台

で
、
一
つ
で
も
多
く
の
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
を
し
て
き
て
下
さ
い
」
と

健
闘
を
期
待
し
ま
し
た
。

※
出
場
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
（
益
田
清

風
高
以
外
も
含
め
た
市
関
係
分
）

陸
上
競
技
▽
（
益
田
清
風
）
野
村
沙
世

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
▽
（
益
田
清
風
）
石
井

歩
、
今
井
香
奈
江

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
（
益
田
清
風
）
岩
佐

阿
佑
美
、
加
藤
あ
さ
み
、
早
川
久
美
子
、

河
村
美
樹
、
堀
田
梨
紗
、
井
上
明
香
、

川
尻
恵
利
、
林
奈
保
子
、
清
水
唯
香
、

井
上
あ
す
香
、
田
村
侑
紀
、
小
村
百
合

菜
、（
関
商
工
）
内
木
優
作
、内
田
大
嗣
、

（
滋
賀
・
近
江
）
今
井
華
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▽
（
美
濃
加
茂
）

波
多
野
一
輝

新
体
操
▽
（
飛
騨
高
山
）
伊
藤
み
ゆ
き

ホ
ッ
ケ
ー
▽
（
岐
阜
各
務
野
）
中
村

有
希

剣
道
▽
（
麗
澤
瑞
浪
）
山
中
進
平

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
▽（
高
山
西
）前
野
大
介

登
山
▽
（
飛
騨
神
岡
）
今
井
沙
紀

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
敬
称
略
）

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
料
金
を

補
助
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
鼻
水
、
く
し
ゃ
み
、

せ
き
な
ど
の
風
邪
の
症
状
だ
け
で
な
く
、
39
℃

以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
全
身
に
わ
た
っ
て
強
い
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
の
方
が
か
か
る
と
気
管
支
炎

や
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
て
、
重
症
化
す
れ
ば

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

な
に
よ
り
大
切
な
の
は
予
防
で
す
。
65
歳

以
上
の
方
に
は
接
種
料
金
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

流
行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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　閉鎖中だった萩原すわ名店街の街角サロンが７

月１日、コミュニティースペース「あったか広場」

としてリニューアルオープンしました。

　あったか広場は、ＮＰＯ法人サンはぎわら（松

山則樹理事長）が萩原町内から店番ボランティア

を募り、所有者の協力を得てオープン。松山さん

は「皆さんの善意で再出発できます。あたたかい

気持ちの輪が広がったらうれしい」と話しました。

『馬瀬川を守りたい』
 NPOがコンサートを計画

　小坂町の湯屋小学校の６年生児童が７月６日、裏山の

５本のウメの木から実を収穫しました。

　児童 10名が棒を使ったり木によじ登ったりして実を

もぎ、合わせて 12キロ余りのウメの実を収穫。９月の

運動会で、観客に梅ジュースとして振舞われます。

秋にはおいしい
　　　　梅ジュース

　馬瀬川を守り、馬瀬を活性化させるためNPO法

人化をめざす「馬瀬川プロデュース」が７月８日、

馬瀬西村の水辺の館で「清流セラピー馬瀬川コン

サート」を開きました。

　NPO代表理事の小林喜久寿さんは「地元の豊か

な資源、あふれる才能を生かせるお手伝いをした

い」とあいさつ。コンサートには、こども馬瀬川

太鼓のこどもら４団体が出演しました。

一つひとつ丁寧に摘み取る６年生一つひとつ丁寧に摘み取る６年生

憩いの場、
　　市民の力で復活

ブルーグラスを演奏するシロタブラザースプラス

今年も好評
　あじさいコンサート
　金山市民会館で７月１日夜、「あじさいコン

サート」と題した手づくりコンサートが行わ

れ、金山地域の音楽愛好者らが出演し、市民

ら約100人がさわやかな音色を楽しみました。

　中津川市や市内愛好者でつくるバンド、シ

ロタブラザースプラスが、ブルーグラスの軽

快なアコースティック音楽を披露。このほか、

小学生や主婦らによるハンドベル演奏なども

あり、来場者を楽しませました。

コンサート前にNPO設立の思いを語る
　　　　　　　小林代表理事（ステージ上右）　　　　　　　小林代表理事（ステージ上右）

あったか広場内の全国植樹祭展示を楽しむ来場者あったか広場内の全国植樹祭展示を楽しむ来場者



11

ほっトピックス

　小坂町の健康ふれあいセンターで７月10日、

朗読ボランティア「糸でんわの会」が朗読会を

開催。向田邦子作「かわうそ」など名作４話を

披露、聴衆は声のドラマに引き込まれていました。

　１日には、星雲会館で「はぎわら朗読の会」

が朗読会「あじさいの語らい」を開催。朗読ファ

ン約100人が集まり、朗読を楽しみました。

声のドラマを楽しむ声のドラマを楽しむ  

小坂、糸でんわの会による朗読会小坂、糸でんわの会による朗読会

岸田さん（左）から指導を受ける上原のお母さんたち

「好き嫌い言わないよ」
　　　竹原小で食育授業

　竹原小学校で７月 10 日、給食時間に栄養士や

生産者が食材などを説明する、「食育授業」が行

われました。

　野尻でホウレンソウの生産に携わる大山健二さ

んと県の農業改良普及センター技師、栄養職員が

教壇に立ち、給食に使われている県産食材を説明。

大山さんは採れたてのホウレンソウを手に、「心

を込めて作った野菜なので、好き嫌いせず食べて」

と児童に語りました。

太極拳でリフレッシュ！

 　上原幼児学級のメンバー 20人が７月７日、

上原地区公民館で、日本健康太極拳協会岐阜

県支部長の岸田秀美さん（萩原町尾崎）から

太極拳を学びました。

　太極拳独特の呼吸法やストレッチ方法、歩

き方などの指導を受け、参加者は「ゆったり

とした動きなのに、体が温まってよい運動に

なった」と初体験の感想を話していました。

大山さん（左）のホウレンソウの話を聞く、４年１組の児童大山さん（左）のホウレンソウの話を聞く、４年１組の児童

　　　　はぎわら朗読の会による　　　　はぎわら朗読の会による
　「あじさいの語らい」のようす　「あじさいの語らい」のようす
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◆無痛　　　　                  久坂部羊

◆蛍の石   　　　    　 　 真野ひろみ

◆うそうそ　　　      　         畠中恵

◆夜の公園　　　      　      川上弘美

◆快楽（けらく）　    　　  工藤美代子

◆砲艦銀鼠号      　               椎名誠

◆大吸血時代   デイヴィッド・ソズノウスキ

◆ミーナの行道　               小川洋子

◆強運の持ち主                  瀬尾まいこ

◆押入れのちよ                             荻原浩

◆帝都衛星軌道　　            島田荘司

◆秋の森の奇跡                  林真理子

◆欲望の森の娘   アンソニー・シュミッツ

◆秀吉の枷㊤㊦　                  加藤廣

◆日米開戦の真実   佐藤優／大川周明

◆昭和のまぼろし    　        小林信彦

◆ゴーン家の家訓      　 リダ・ゴ―ン  

◆愛の流刑地㊤㊦           　渡辺淳一

◆せつないカモメたち     高樹のぶ子

◆盲目の犬ぞりレーサー   レイチェル・セドリス

◆団塊世代「次」の仕事     堺屋太一

◆エリコ・パリ・スタイル   中村江里子

◆聞き屋与平―江戸夜咄草  宇江佐真理

◆本気で言いたいことがある  さだまさし

◆もしも、私があなただったら　 白石一文

◆よってたかって古今亭志ん朝   志ん朝一門

◆風に舞いあがるビニールシート 森絵都

◆戦争を知らない人のための靖国問題  上坂冬子

◆「いい人」になるな、「できる人」になれ  

                                                         樋口裕一

◆ストーリーの迷宮　　　 　阿刀田高

問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

８月の絵本の読み聞かせ

８月26日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

８月26日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

※萩原の読み聞かせは、お休みします。

今月
の
一冊

『ヘルシーエイジング』
　　　　　　アンドルー・ワイル著

　いつまでも健康に、いつまでも活

動的に、いつまでも快適に生きてい

くために、潔く優雅に年齢を重ねる

ことだと「癒す心、治る力」のワイ

ル博士が語る。唯物的・還元論的な

医学思想を批判して「高齢化社会に

ふさわしい持続可能な人間観」が提

示してある。

狙われているあなたの貴重品！！

    

子
ど
も
の
水
難
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

 　

  

昨
年
県
下
で
は
、
水
難
事
故
が
35
件
発
生
し
、
22
人

　

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

      

こ
の
う
ち
子
ど
も
の
事
故
は
５
件
で
、
２
名
の
方
が

   

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

    

保
護
者
の
方
に
お
願
い

  

◎ 

危
険
な
場
所
や
子
ど
も
だ
け
で
の
水
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

  

◎ 

危
険
な
場
所
や
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
を
見
か
け
た
ら
、

       

注
意
す
る
。

   

◎ 

水
泳
中
や
水
遊
び
中
は
子

　
　

 

ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

   

◎ 

浮
き
輪
を
使
っ
て
い
る
か

　
　

 

ら
と
安
心
し
な
い
。

   

◎ 

自
宅
の
近
く
で
遊
ん
で
い

       

る
か
ら
と
安
心
し
な
い
。

  下呂市内の河川では今、多くの太公望が釣りを楽しんでいます。

  このシーズン、空き地などに止まっている自家用車の中の貴重

品を狙った「車上狙い」の被害が多発しています。

　

釣
り
人
は
、
目
当
て
の
川
ま
で
来
る
と
頭
の
中
は
、

も
う
魚
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
。
車
中
の
貴
重
品
の
こ
と

は
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
泥
棒
は
、
そ
ん

な
浮
か
れ
た
心
の
す
き
を
狙
い
ま
す
。

  

魚
を
た
く
さ
ん
釣
っ
て
、
車
に
戻
っ
た
ら
、
中
の
貴

重
品
が
盗
ま
れ
て
い
た
の
で
は
泣
く
に
泣
け
ま
せ
ん
。

   

車
は
金
庫
や
ロ
ッ
カ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん

   

車
内
に
貴
重
品
を
置
い
た
ま
ま
車
を
離
れ
れ
ば
、

い
く
ら
鍵
を
掛
け
て
も
盗
ま
れ
ま
す
。

   

★ 

車
上
狙
い
を
防
ぐ
基
本
は
鍵
掛
け
で
す
。

   

★ 

車
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
窓
を
閉
め
、

　
　

 

鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、車
内
に
は
貴
重
品
を
絶
対
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。
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一
瞬
の
輝
き

　

梅
雨
時
の
山
は
、
雨
ば
か

り
か
濃
い
霧
に
包
ま
れ
る
こ

と
が
多
く
、
本
当
に
気
分
を

憂
う
つ
に
さ
せ
る
時
期
で
あ

る
。
し
か
し
、
昨
日
の
夜
空

に
は
久
し
ぶ
り
に
星
が
出
て

い
た
。
期
待
に
胸
を
を
膨
ら

ま
せ
、
早
朝
４

時
、
目
を
覚
ま

す
。
ま
だ
薄
暗

い
が
、
空
は
か

す
か
に
青
み
を

帯
び
、
今
日
は

間
違
い
な
く
快

晴
だ
。
布
団
に

入
っ
て
い
る
場

合
で
は
な
い
。

　

御
来
光
を
見

よ
う
と
、
慌
て
て
外
へ
出
て
、

小
屋
の
す
ぐ
そ
ば
の
小
高
い

丘
に
駆
け
上
が
る
。
す
で
に

東
の
空
が
赤
く
な
っ
て
い
た
。

今
日
は
い
い
ぞ
。
や
が
て
、

雲
の
じ
ゅ
う
た
ん
か
ら
、
な

ん
と
も
美
し
い
朱
色
の
光
が

一
粒
の
点
と
な
っ
て
現
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
光
は
ど
ん
ど

ん
大
き
く
広
が
っ
て
、
僕
も

山
も
み
ん
な
包
ま
れ
て
い
っ

た
…
。

　

足
元
に
咲
く
白
や
黄
色
の

高
山
の
花
々
は
、
昨
日
ま
で

の
雨
に
濡
れ
て
ま
る
で
宝
石

の
よ
う
。
何
も
か
も
が
輝
い

て
い
た
。
僕
は
、
全
身
に
朝

の
光
を
浴
び
、
す
が
す
が
し

く
と
て
も
気
持
ち
が
よ
か
っ

た
。
最
高
の
朝
で
あ
っ
た
。

　

ど
こ
ま
で
も
抜
け
る
よ
う

な
空
と
、
美
し
い
景
色
に
見

と
れ
、
気
分
は
上
々
。
長
雨

の
憂
う
つ
な
気
分
は
ど
こ
へ

や
ら
。
一
気
に
吹
き
飛
ん
で

し
ま
っ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
僕
は
ま
だ
朝

食
も
す
ま
せ
て
な
い
。
小
屋

に
戻
ら
な
け
れ
ば
。
梅
雨
の

晴
れ
間
は
一
瞬
。
今
日
は

ず
っ
と
外
に
い
た
い
、
そ
ん

な
幸
せ
な
気
分
で
あ
る
。

　
　

 （
写
真
・
文 

市
川
典
司
）

御嶽五の池小屋：℡ 090-3581-4985　http://www.gonoike.com

中
なかしま

島　仲
ちゅうえい

英さん
（２８歳・下呂市森　出身）

1998 年に高校時代の同級生・瀧上
伸一郎さん（写真後ろ）と漫才コン
ビ「流れ星」を結成。現在テレビや
ライブ活動などで活躍中です。

　

今
年
で
漫
才
コ
ン
ビ
結
成
９
年

目
を
迎
え
た
中
島
さ
ん
。
高
校
時

代
に
、
学
園
祭
で
瀧
上
さ
ん
ほ
か

同
級
生
５
人
に
よ
る
コ
ン
ト
を
披

露
し
た
の
が
そ
も
そ
も
の
き
っ
か

け
だ
そ
う
で
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
進
学
の
た
め
東

京
都
内
に
住
ん
で
い
た
中
島
さ
ん

が
お
笑
い
芸
人
へ
の
道
を
志
し
、

当
時
美
容
師
を
目
指
し
て
大
阪
で

暮
ら
す
瀧
上
さ
ん
を
東
京
へ
呼
び
、

「
流
れ
星
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
「
全
部
ボ
ク
が
ネ
タ
を
書
く
ん

で
す
よ
。
自
分
が
呼
び
寄
せ
た
く

せ
に
！
」
と
瀧
上
さ
ん
。
間
髪
入

れ
ず
「
こ
の
話
は
載
せ
な
い
で
く

だ
さ
い
！
」
と
中
島
さ
ん
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
中
も
漫
才
の
よ
う
な
会

話
が
続
き
ま
す
。

　

現
在
は
都
内
に
住
み
、
地
元
下

呂
を
離
れ
て
今
年
で
10
年
目
。「
地

元
が
恋
し
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
」
と
尋
ね
る
と
、「
あ
り
ま

す
ね
」
と
ポ
ツ
リ
。

　
「
下
呂
は
温
泉
街
な
ん
だ
っ
て

実
感
し
て
い
ま
す
」。

　

身
近
に
温
泉
や
宿
泊
施
設
が
た

く
さ
ん
あ
る
、
以
前
ま
で
は
当
た

り
前
だ
っ
た
環
境
に
、
今
は
あ
り

が
た
み
と
恋
し
さ
を
感
じ
て
い
る

の
だ
と
か
。「
い
い
環
境
で
生
ま

れ
た
ん
だ
な
」。
今
は
客
観
的
に
、

下
呂
の
温
泉
街
と
し
て
の
魅
力
を

感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

普
通
の
街
で
生
ま
れ
た
人
に
は
、

味
わ
え
な
い
こ
と
が
下
呂
に
は
あ

り
ま
す
ね
｜
東
京
で
の
暮
ら
し
の

中
で
の
実
感
だ
と
か
。

　

Ｍエ
ム
ワ
ン１

グ
ラ
ン
プ
リ
（
毎
年
12
月

下
旬
に
行
わ
れ
る
、
若
手
漫
才
師

日
本
一
を
決
め
る
テ
レ
ビ
番
組
）

の
決
勝
進
出
者
９
人
に
入
る
こ
と

が
現
在
の
目
標
。
昨
年
は
惜
し
く

も
準
決
勝
で
敗
退
し
て
い
ま
す
。

　

努
力
と
実
力
で
栄
冠
を
つ
か
み

と
り
、
お
２
人
の
漫
才
が
ゴ
ー
ル

デ
ン
タ
イ
ム
の
テ
レ
ビ
に
登
場
す

る
日
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

7月16日、小川のショッピングセンターでのライブ
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　  ８月の時報　　　朝　ラルゴ　　昼　夏の思い出　　夕　ふるさと

暮らしの情報あれこれ

す
い
ま
ち
に
な
る
か
。
参
加
者
が

互
い
に
意
見
を
言
い
、
聴
き
、
一

緒
に
考
え
る
意
見
交
換
会
で
す
。

日
時　

９
月
12
日
午
後
１
時
〜

会
場　

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ

ン
タ
ー
（
高
山
市
）

※
内
容
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
別
の
日
程

で
岐
阜
市
や
美
濃
市
な
ど
で
も
開

催
し
ま
す
。

申
込
締
切　

８
月
18
日

申
込
・
問
合
先　

岐
阜
県
都
市
政

策
課　

土
地
計
画
調
査
担
当

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
１
１
１
１

（
内
線
３
７
５
９
）

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

○
公
営
住
宅
坂
下
団
地
Ｂ
３
号

小
坂
町
坂
下
３
４
５
番
地
２

簡
易
耐
火
２
階
建
（
昭
和
52
年
度

建
設
）、
３
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

１
２
５
０
０
円
〜
２
０
７
０
０
円

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
長
瀬
団
地
２
号

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

小
坂
診
療
所
の
職
員

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
星

雲
会
館
内
）
嘱
託
職
員
（
１
名
）

資
格　

次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
の

あ
る
方
▼
保
健
師
、
介
護
支
援
専

門
員
、
社
会
福
祉
士
、
地
域
ケ
ア

や
地
域
保
健
等
に
関
す
る
経
験
の

あ
る
看
護
師

申
込
締
切　

８
月
31
日

申
込
・
問
合
先　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
53
・
２
１
０
０

◎
小
坂
診
療
所
臨
時
介
護
職
員（
１
名
）

申
込
締
切　

８
月
18
日

申
込
・
問
合
先　

小
坂
診
療
所

☎
62
・
２
２
１
２

土
地
利
用
に
関
す
る
意
見

交
換
会
参
加
者
募
集

土
地
を
ど
う
使
え
ば
暮
ら
し
や

小
坂
町
長
瀬
３
２
３
番
地
２

木
造
２
階
建
（
平
成
８
年
度
建

設
）、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

３
７
０
０
０
円
〜
４
５
０
０
０
円

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
青
木
団
地
１
号

馬
瀬
中
切
７
０
５
番
地
１

木
造
２
階
建
（
平
成
８
年
度
建

設
）、
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

３
７
０
０
０
円
〜
４
５
０
０
０
円

○
公
営
住
宅
大
渕
住
宅
１
号

小
川
２
３
１
２
番
地
９

簡
易
耐
火
平
屋
建
（
昭
和
46
年
度

建
設
）、
２
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

４
６
０
０
円
〜
７
６
０
０
円

○
公
営
住
宅
中
宮
団
地
３
０
２
号

金
山
町
金
山
２
３
６
０
番
地
１

中
層
耐
火
３
階
建
（
昭
和
61
年
度

建
設
）、
３
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

１
７
８
０
０
円
〜
２
９
５
０
０
円

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
井
尻
団
地

１
０
３
号
（
単
身
用
）

金
山
町
金
山
３
１
７
５
番
地
１

中
層
耐
火
３
階
建
（
平
成
７
年
度

建
設
）、
１
Ｄ
Ｋ
、
住
宅
使
用
料
・

２
１
５
０
０
円
〜
３
１
５
０
０
円

入
居
資
格　

税
金
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

月
額
の
所
得
に
つ
い
て
の
資
格
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
21
日

問
合
先　

建
設
課

☎
52
・
２
０
０
０

　

循
環
型
社
会
を
め
ざ
し

て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

職
場
、
企
業
で
も
考
え
ま
し
ょ
う

　

ご
み
は
家
庭
生
活
か
ら
出

さ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
企
業
や
個
人

事
業
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど

ビ
ス
を
問
わ

ず
、
事
業
活
動

に
伴
っ
て
出
さ

れ
る
ご
み
が
「
事

業
系
ご
み
」。
現

在
下
呂
市
で
は
、

法
律
で
定
め
ら

れ
た
産
業
廃
棄

物
を
除
い
て
事

3Rを実践
しましょう

事
業
活
動
の
現
場
で
環
境
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
社
会
を

変
え
る
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。

　

職
場
や
企
業
で
も
「
３
Ｒ
」

を
実
践
し
て
、
環
境
に
対
す
る

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

事
業
系
ご
み
は
事
業
者
の
責
任
で

　

営
利
・
非
営
利
・
公
共
サ
ー

業
系
ご
み
の
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
社
会
全
体
で
環
境
問

題
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、
事

業
者
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
17
年
度
に
策
定
し
た

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
ご
み
処
理
に
つ
い
て

見
直
し
を
し
て
い
く
予
定
で

す
。（
水
道
環
境
部　

環
境
課
）



８月１日（火）
下呂温泉合掌村「ふるさ
との夏まつり」20 日ま
で。同８月公演「司京太
郎一座」30 日まで。10
時～ ､14 時～の 2 回公
演。　☎ 25-2239

８月１日（火）
「下呂温泉まつり」3 日
まで。　☎ 24-2222

８月６日（日）
「第 55 回県消防操法大
会」土岐市で。小坂方面
隊第1分団第1部が出場。

８月７日（月）
「ふるさと萩原夏まつり」
8 日まで。　☎ 52-2000

８月８日（火）
「少年の主張発表会県大
会」13 時～、星雲会館で。

８月１３日（日）
「飛騨金山夏まつり」　☎
32-2201

８月１４日（月）
「横谷峡滝まつり」11 時
～。　☎ 32-2201

８月１４日（月）
「飛騨小坂力持小太郎火
まつり」18 時 30 分～。
　☎ 62-2176

８月１５日（火）
「山之口清流大漁祭り」
9 時～。　益田川漁協☎
52-1035

８月２０日（日）
「第２回益田ハートフル・
コンサート　～モーツァ
ルト生誕 250 年記念に
寄せて～」14 時 30 分～、
南飛騨萩原十六館で。地
域在住の演奏家やゲス
ト演奏家によるクラシ
ックコンサート。　☎
25-2416（田口）

８月２６日（土）
「山寺サミット in 下呂温
泉」27 日も。18 ページ
下欄参照。

８月２６日（土）
「馬瀬川花火大会」20 時
～。　☎ 47-2111
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暮らしの情報あれこれ

　御嶽少年自然の家イベント案内
　小学生以上の子とその家族、または一般の２人以上のグ
ループで。イベント名、郵便番号・住所・氏名・年令・電
話番号を明記の上、はがき、FAX、またはＥメールでお申
し込みください。

■原生林ウォークと太極拳
　日　時：9月 9日（土）、10 日（日）
　申込期間：8月 7日～ 8月 25 日
　参加費：2,500 円（１泊３食）

■紅葉御嶽登山
　日　時：9月 29 日（金）～ 10 月 1日（日）
　申込期間：8月 28 日～ 9月 15 日
　参加費：3,400 円（2泊 4食）
　※登山経験がある一般の 2人以上のグループが対象

〒 509-3111
小坂町落合 ｢御嶽少年自然の家 ｣☎ 62-3655　FAX 62-3659
ホームページ　 http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/index.htm
E ﾒｰﾙ c27216@pref.gifu.lg.jp　

郎
火
ま
つ
り
、馬
瀬
川
花
火
大
会
、

「
水
辺
の
館
」の
体
験
教
室
、
初
心

者
対
象
日
帰
り
ア
ユ
友
釣
り
教
室

情
報
の
内
容　

時
間
、
場
所
、
花

火
等
の
雨
天
中
止
情
報
。
水
辺
の

館
体
験
教
室
で
は
申
込
も
可
能
。

開
設
時
間　

８
月
末
日
ま
で
の
午

前
８
時
〜
午
後
９
時

そ
の
他　

電
話
の
最
後
に
、
簡
単

な
聞
き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
従

来
ど
お
り
市
役
所
や
振
興
事
務
所

で
も
問
合
せ
を
受
け
付
け
ま
す
。

夏
休
み
こ
ど
も
体
験

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

子
ど
も
や
家
族
向
け
の
飛
騨
セ

ン
タ
ー
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
コ
ー
ナ
ー
、
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
ち
ぎ

り
絵
体
験
、
親
子
で
学
ぼ
う
足
裏

健
康
法
な
ど
。
入
場
無
料
。

日
時　

８
月
５
日
、
６
日

　
　
　

10
時
〜
16
時

場
所　

高
山
市　

飛
騨
・
世
界
生

活
文
化
セ
ン
タ
ー

※
同
時
開
催
・「
地
球
生
命
の
歴

史
展
〜
大
恐
竜
展
」（
８
月
１
日

〜
14
日
）、「
健
康
展
」（
８
月
27

日
ま
で
開
催
中
）

問
合
先　

飛
騨
地
域
活
性
化
推
進

協
議
会
事
務
局

☎
０
５
７
７
・
３
７
・
６
１
１
７

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

体
重
や
腹
回
り
が
大
き
く
て
気

に
な
っ
て
い
る
人
、
運
動
し
た
い

け
ど
な
か
な
か
き
っ
か
け
の
な
い

人
な
ど
、
健
康
自
己
チ
ェ
ッ
ク
を

取
り
入
れ
な
が
ら
運
動
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
せ
ん
か
？

５こ
ー
る
は
こ
こ

６
８
５
５
で

イ
ベ
ン
ト
情
報
を

県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に

気
軽
に
行
政
に
お
問
合
せ
い
た
だ

き
、
素
早
く
お
答
え
で
き
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
お
り
、
こ
の
た
び

県
内
市
町
村
と
共
同
で
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
い
わ
ゆ
る
「
電
話
問

合
せ
セ
ン
タ
ー
」）
を
設
置
し
、

満
足
度
や
コ
ス
ト
削
減
の
効
果
を

検
証
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

下
呂
市
で
は
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０
０
・
５こ
ー
る
は
こ
こ

６
８
５
５

※
市
内
通
話
料
金
で
の
利
用

対
象　

下
呂
温
泉
ま
つ
り
、
ふ
る

さ
と
萩
原
夏
ま
つ
り
、
飛
騨
金
山

花
火
大
会
、
飛
騨
小
坂
力
持
小
太

運
動
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
保

健
師
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
で
す
。健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
動
作
、
楽

し
く
続
け
る
工
夫
も
伝
授
。

日
程　

８
月
25
日
（
金
）、
10
月

13
日
（
金
）、
12
月
１
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
12
時

場
所　

下
呂
総
合
庁
舎
（
萩
原
町

羽
根
）

募
集
要
項　

３
回
と
も
参
加
可
能

な
方
。
先
着
15
名
。

募
集
締
切　

８
月
18
日

申
込
・
問
合
先　

飛
騨
保
健
所
下

呂
セ
ン
タ
ー　

健
康
増
進
担
当

☎
52
・
１
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

祭

問

問

問

問

問

問

問

問

問
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生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

市
で
は
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾

患
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
、
肥

満
・
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
耐
糖

能
異
常
（
糖
尿
病
）
な
ど
の
生
活

習
慣
病
予
備
軍
（
要
指
導
域
）
に

あ
る
方
を
対
象
に
、
身
体
状
況
や

生
活
習
慣
に
応
じ
た
健
康
相
談
等

を
行
い
、
市
民
の
生
活
習
慣
の
改

善
を
図
る
、「
下
呂
市
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
市
の
健
康
診
査
の
結
果
と
、

国
民
健
康
保
険
医
療
費
の
デ
ー
タ

を
基
に
、
対
象
者
の
改
善
度
を
分

析
し
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

健
康
課

☎
52
・
３
９
３
６

山
ゆ
り
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
の
巡
回
相
談

「
山
ゆ
り
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
協
力
で
、
市
内
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。

専
門
知
識
を
持
つ
相
談
員
（
山

ゆ
り
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
と
下
呂
市
障
が
い
者
生
活
相
談

セ
ン
タ
ー
職
員
）
が
、
子
ど
も
さ

ん
の
発
達
障
害
の
悩
み
や
、
障
が

い
者
の
自
立
支
援
や
医
療
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
事

前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

８
月
21
日
10
時
〜
15
時

場
所　

金
山
健
康
館

問
合
先　

福
祉
課

☎
52
・
３
９
３
６

お
酒
と
健
康
を
考
え
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座

お
酒
と
健
康
と
の
関
係
を
考
え

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
２
日　

14
時
30
分
〜

16
時
30
分

場
所　

下
呂
市
民
会
館

内
容　

講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
問
題

■今月の市税■
☆市県民税　…………第２期分

☆国民健康保険税　……８月分
●納期限は８月 31日です。

下呂市と岐阜県は、県税･市税の徴収強化
策として、共同徴収を連携して実施してい
きます。

と
依
存
症
」
〜
心
身
の
健
康
を
保

つ
た
め
に
〜
（
講
師
・
天
野
宏
一

各
務
原
病
院
長
）

申
込
・
問
合
先　

飛
騨
保
健
所
下

呂
セ
ン
タ
ー　

健
康
増
進
担
当

☎
52
・
１
１
１
１
（
内
線
３
５
５
）

老
人
保
健
の
所
得

区
分
を
更
新
し
ま
す

前
年
の
課
税
所
得
に
基
づ
い

て
、
８
月
１
日
に
老
人
保
健
の
所

得
区
分
更
新
を
行
い
ま
す
。

所
得
区
分
が
変
更
に
な
る
方
に

は
文
書
で
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
更
新
に
よ
っ
て
所
得
区

分
が
変
更
に
な
る
と
、
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
所
得
区
分
と
は
、
一
定
以
上
所

得
者
、
一
般
、
低
所
得
Ⅱ
（
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
）、
低

所
得
Ⅰ
（
世
帯
員
全
員
が
住
民
税

非
課
税
で
、
世
帯
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
）
の
４
つ
の
区
分
を
さ

し
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
７
）

代
金
引
換
郵
便
を

悪
用
し
た
架
空
請
求

身
に
覚
え
の
な
い
代
金
の
支
払
い

を
求
め
る
『
架
空
請
求
』
が
横
行
し

て
い
ま
す
。
最
近
の
手
口
は
郵
便
・

宅
配
物
の
受
取
時
に
そ
の
場
で
支
払

い
を
さ
せ
る
、『
代
金
引
換
』
制
度

を
悪
用
し
た
も
の
で
す
。

●
相
談
事
例

「
商
品
購
入
の
際
に
事
業
者
に
登
録

し
た
個
人
情
報
を
抹
消
す
る
た
め

に
、費
用
（
約
５
万
円
）
が
か
か
る
」

と
記
載
さ
れ
た
は
が
き
が
届
い
た
。

「
後
日
、
情
報
削
除
依
頼
書
等
を
代

金
引
換
郵
便
で
送
る
。
代
金
支
払
い

の
上
、
必
ず
受
け
取
る
こ
と
」
と
も

書
か
れ
て
い
る
。
郵
便
が
届
い
た
ら

ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
良
い
か
。

●
対
応
と
ア
ド
バ
イ
ス

①
代
金
引
換
で
あ
っ
て
も
、
身
に
覚

え
の
な
い
内
容
の
送
付
物
は
受
取
拒

否
が
で
き
ま
す
。

②
家
族
あ
て
に
届
い
た
代
金
引
換

は
、
本
人
が
本
当
に
注
文
し
た
も
の

か
ど
う
か
確
認
で
き
る
ま
で
、
受
取

を
保
留
で
き
ま
す
。
よ
く
確
認
せ
ず

に
受
取
り
、
支
払
い
を
す
る
こ
と
は

大
変
危
険
で
す
。

③
代
金
引
換
で
商
品
を
購
入
し
た
場

合
は
、
そ
の
旨
を
家
族
に
よ
く
話
し

て
お
く
と
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
げ

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
家
族
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
。

④
万
が
一
、
身
に
覚
え
の
な
い
代
金

引
換
を
誤
っ
て
受
取
り
、
支
払
っ
て

し
ま
っ
た
時
は
、
宅
配
会
社
や
郵
便

局
に
事
情
を
話
し
て
返
金
を
求
め
ま

し
ょ
う
。
返
金
さ
れ
な
い
場
合
は
警

察
署
に
被
害
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
警
報
器
設
置
の

義
務
化
に
便
乗

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
の
義
務

化
に
便
乗
し
た
、
悪
質
業
者
に
よ
る

訪
問
販
売
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
や
市
役
所
で
は
、
警
報
器

の
販
売
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
高
額

な
価
格
で
販
売
し
た
り
、
契
約
を
急

が
せ
た
り
す
る
業
者
に
は
、
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
契
約
を
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
見
積
も
り
を
も
ら

い
、
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
慎
重
に

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限

は
、平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

火
災
警
報
器
の
訪
問
販
売
は
、
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
で
無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
合
・
相
談
先　
岐
阜
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
８
・
２
６
５
・
０
９
９
９

　
　
　
　
　
　
　

市
役
所
商
工
課
☎
24
・
２
２
２
２

暮らしの情報あれこれ



金
山
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み

　

８
月
10
日
〜
16
日
は
休
館
で
す
。

■
牛
乳
パ
ッ
ク
で
船
を
作
ろ
う

８
月
１
日
〜
４
日　

10
時
30
分
〜

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」　

℡
０
９
０
・
２
６
８
１
・
８
２
９
０
（
亀
山
）

お
ひ
さ
ま
は
う
す　

８
月
開
館
日

　

開
館
時
間
10
時
〜
11
時
30
分

日にち 会　　　場
2日（水）いきいきセンター
8日（火）健康館
23日（水）いきいきセンター
25日（金）東公民館
※８日は「親子で遊ぼう」。
毎年恒例の「小学生の福
祉体験を兼ねた夏休み異
年齢大交流会」です。
子育て支援課 ℡52 ･ 2900

８月の
市民サロン
　(市長に会える日)
18日(金)９時～
　金山振興事務所
28日(月)13時30分～
　馬瀬振興事務所
31日(木)９時～
　萩原振興事務所
31日(木)13時30分～
　小坂振興事務所
※市長と面談されたい方
　は、各振興事務所市民
　生活課まで申込を。

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
な
ら
び
に

平
和
祈
念
の
黙
と
う
の
お
願
い

原
爆
死
没
者
の
霊
を
慰
め
、
併

せ
て
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈

念
す
る
た
め
、
広
島
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
８
月
６
日
午
前
８
時
15

分
お
よ
び
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
８
月
９
日
午
前
11
時
２
分
、

８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
正
午

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
、

地
域
で
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ

ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
８
月

15
日
正
午
の
時
報
の
放
送
と
、
サ

イ
レ
ン
テ
ス
ト
は
行
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。　
　

総
務
課

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
け
の
提
出

毎
年
８
月
、
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
と
、
所
得
制
限
に

よ
っ
て
同
手
当
の
支
給
が
停
止
さ

れ
て
い
る
方
に
、「
児
童
扶
養
手

当
現
況
届
」
の
提
出
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
８
月

初
旬
に
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
内
容
を
確
認
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

手
当
は
、
児
童
が
18
歳
到
達
後

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

請
求
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
、
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
先　

市
民
課

☎
24
・
２
２
２
２
（
内
線
１
１
４
）

８月は「電気使用安全月間」です。

仕
事
の
悩
み
を

抱
え
て
い
ま
せ
ん
か

賃
金
、
解
雇
、
長
時
間
労
働
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
、
セ
ク
ハ
ラ
、
職

場
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
、
保
険

な
ど
で
お
悩
み
の
方
に
、
専
門
家

が
無
料
で
相
談
に
対
応
す
る
「
岐

阜
労
働
条
件
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

☎
０
１
２
０
・
０
０
１
１
１
９

☎
０
５
８
・
２
１
２
・
０
１
７
２

午
後
２
時
〜
８
時
（
平
日
）

午
後
１
時
〜
６
時
（
土
曜
）

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

電
話
相
談
所
を
開
設

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
等
、
打

ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み

を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
の
相
談

に
、
電
話
で
応
じ
ま
す
。

タコ足配線は、コードや
ソケットに無理な電流が
流れ、事故の原因
になります。
コンセント
を増やして
電気を安全
に使いましょう。

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
０
１
１
０

相
談
担
当
者　

子
ど
も
の
人
権
専

門
委
員

日
時　

８
月
28
日
〜
９
月
３
日
８

時
30
分
〜
18
時
30
分
（
土
・
日
曜

日
は
10
時
〜
17
時

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
緑
の
募
金
」
に
１
２
４
万
円

４
月
か
ら
５
月
末
に
行
わ
れ

た
『
緑
の
募
金
』
に
、
団
体
や
企

業
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
総
額

１
２
４
万
１
７
９
１
円
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
社
）
岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

で
は
、
こ
の
募
金
を
森
林
整
備
や

緑
の
少
年
団
の
育
成
、
学
校
・
公

園
の
環
境
緑
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
緑
化
活
動
に
活
用
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
『
緑
の
募

金
』
に
、
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

林
務
課

17

暮らしの情報あれこれ

下呂市役所
　下呂庁舎　☎24-2222
　萩原庁舎　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎ 62-3111
　金山振興事務所　☎ 32-2201
　馬瀬振興事務所　☎ 47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900

下呂市消防本部　☎25-5119

クリーンセンター　☎ 26-3397

◇携帯電話は持ちたくな
いと思っていましたが、
私だけが連絡がつかない
状態となり、６年前に購
入しました。メールなん
て使わないと言っていま
したが、最近はこんなに
便利なものはないと感じ
ています。いつのまにか
家族全員が持っていま
す。携帯電話でインター
ネットができ、サイフ替
わりになり、テレビも見
える時代。情報化社会は
私たちの生活に深く浸透
しています。◇仕事や生
活面でもネットは欠かせ
ないものになり、情報通
信基盤の格差の解消は、
地域の発展にとっても欠
かせません。◇これから
の人たちにとってはこれ
が当たり前の社会となっ
ていくのでしょう。そう
いえば来年４月には平成
元年生まれの新就職者が
誕生します。( マ )
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夏
が
来
る
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
体
を
動
か
し
た
り

外
で
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
大
好
き

で
、
学
生
時
代
は
体
育
会
系
と
し
て

鳴
ら
し
ま
し
た
。
特
に
大
学
時
代
は

自
転
車
に
凝
っ
て
し
ま
い
、
暇
を
見

つ
け
て
は
全
国
各
地
を
自
転
車
で
ツ

ー
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
今
で
も
強
く
思
い

出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
大
学
２
年

の
夏
休
み
、
東
京
ー
下
呂
間
を
３
日

か
け
て
自
転
車
で
帰
っ
た
時
の
こ
と

で
す
。
国
道
20
号(

甲
州
街
道)

を

ひ
た
す
ら
岐
阜
県
に
向
か
っ
て
走
り

続
け
、
１
日
目
は
甲
府
市
で
テ
ン
ト

を
張
り
、
２
日
目
は
長
野
県
の
安

曇
野
の
山
奥
の
民
宿
に
泊
ま
り
ま
し

た
。
山
や
川
の
景
色
を
楽
し
み
、
自

然
の
空
気
に
触
れ
な
が
ら
の
旅
は
と

て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
３
日
目
、
こ
の

日
は
安
房
峠
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
い

て
、
か
な
り
通
行
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
当
時
は
ま
だ
未
開
通
で
、

標
高
１
７
９
０
メ
ー
ト
ル
の
そ
の
峠

を
越
え
な
い
こ
と
に
は
岐
阜
県
側
へ

行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

若
気
の
至
り
か
、
北
ア
ル
プ
ス
の

雄
大
な
眺
め
を
楽
し
も
う
と
い
う
軽

い
気
持
ち
で
決
め
た
コ
ー
ス
で
し
た

が
、
そ
の
道
の
り
は
想
像
を
絶
す
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
上
高
地

の
入
口
付
近
か
ら
峠
ま
で
の
数
キ
ロ

は
こ
う
配
も
き
つ
く
、
お
よ
そ
自
転

車
が
登
れ
る
よ
う
な
道
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。「
バ
カ
な
こ
と
を
し

た
な
」
と
後
悔
し
ま
し
た
が
、
あ
と

の
祭
り
で
す
。

　

足
が
壊
れ
る
か
、
自
転
車
が
壊
れ

る
か
、
数
時
間
に
及
ぶ
死
闘
の
末
、

や
っ
と
の
思
い
で
峠
の
頂
上
に
着
い

た
時
は
も
う
体
中
ガ
タ
ガ
タ
で
し

た
。『
女
工
哀
史
』で
は
な
い
で
す
が
、

ふ
も
と
を
見
な
が
ら
思
わ
ず
「
あ
ゝ

飛
騨
が
見
え
る
」
と
叫
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。

　

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
連
日
の

激
務
に
皆
さ
ん
が
気
を
遣
っ
て
下
さ

い
ま
す
。「
市
長
さ
ん
、
体
大
事
に

し
な
い
よ
。
少
し
は
休
み
な
い
よ
」。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
で
も
激
務

が
少
し
も
苦
に
な
ら
な
い
の
は
、
若

い
こ
ろ
に
鍛
え
た
体
力
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
も
本
番
。
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
地
域
に
あ
ふ
れ
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
大
切
な
夏
休
み
。

パ
ソ
コ
ン
も
い
い
で
し
ょ
う
。
勉
強

も
大
事
で
す
。
で
も
あ
え
て
言
い
ま

す
。「
少
年
よ
、
体
を
鍛
え
よ
」

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

   
市
長
で
す

市
長
で
す

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

   
市
長
で
す

市
長
で
す

こ
ん
に
ち
は

　
　

   
市
長
で
す

市
長　

山
田
良
司

少
年
よ
、体
を
鍛
え
よ

少
年
よ
、体
を
鍛
え
よ

少
年
よ
、体
を
鍛
え
よ

下呂市
防災訓練

９月３日（日）
実施

山寺サミットin 下呂温泉 8 26

8 27

◆大威徳寺跡の現地公開
　（13:00 ～ 15:00）
※加子母Ｂ＆Ｇ海洋センター
　からシャトルバス送迎
◆レセプション
　会場：ホテルパストール

◆シンポジウム「大威徳寺の
　謎を追う」（8:30 ～ 15:30）
　会場：エーピク（森）

※現地視察、シンポジウムは参加無料。
　シンポジウムのお弁当とレセプション、
　宿泊は事前の申込が必要。
　問）教育委員会　社会教育課☎ 52-2900

８月 26日・27 日
大威徳寺跡出土遺物展示（9:00 ～
17:00）　下呂ふるさと歴史記念館で



　文部科学省が「教育改革」の柱として、学校５

日制度の導入した平成14年。親たちの間では、子

どもたちを巻き込む事件や事故が発生する中で、

土曜日をどう過ごさせたらよいのか不安が広がっ

ていました。そんな中、週末を楽しく安全に過ご

せる場所を提供しようと、下呂小学校のお母さん

たちが「Saturday広場」を発足させました。

　「子どもたちの健やかな成長を願い、今“私たち

の”できることを考え、“私たちが”できることを

実行しています」と代表の松嶋千恵美さん。

　発足から５年。３か月に一度の割合で、下呂市

民会館を拠点に手作りゲームや絵手紙、お年寄り

との昔遊びなど、これまで18回の催しを開いてき

ました。

　スタッフが手弁当で催しの企画・準備を。そし

て、地域の人たちがボランティアで講師を務めま

す。「地域のつながり、人のつながりがこんなと

ころから生まれて、普段でも大人と子どもが気軽

に声を掛け合えたらいいですね。子どもたちもそ

んな活動を見て育ってもらえれば、うれしいです」

と松嶋さんは話します。

　学校、地域の皆さんの協力もあり、今ではなじ

みの行事となったSaturday広場。開催を楽しみにし

ている子、感想を話してくれる子などもいて、子

どもたちの言葉や笑顔で活動は支えられています。

　スタッフとしてボランティアとして参加してみ

ませんか！あなたの行動が子どもたちを育てます。

【問合先　Saturday広場  松嶋千恵美  ☎２５・４７３２】

子育て・子育ち支援グループ　

Saturday (さたでぃ) 広場

時には街を探検。( 神社の由来や参拝の作法を習う子どもたち )

土曜日のひととき。
子どもたちは、地元の
マジッククラブの手品に
夢中！不思議だなぁ～。
( 写真上 )

おにぎりで、お米の食
べ比べ。地元のお米は
おいしいね。(写真右 )

７／１のSaturday広場を運営した
スタッフの皆さん

3220

古
紙
配
合
率
100
パ
ー
セ
ン
ト
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

発
行
／
岐
阜
県
下
呂
市
役
所　

毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
（
有
）斐
太
企
画
工
房

2006

8
平成18年

〒
５
０
９ｰ

２
２
９
５ 

岐
阜
県
下
呂
市
森
９
６
０
番
地　

編
集
／
企
画
部
秘
書
広
報
課

☎
０
５
７
６・２
４・２
２
２
２　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.city.gero.lg.jp

子育て支援編

催しを伝える
チラシ


